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村 道 子　 ○ 松 岡 奈 緒 美

〔(社) 日本家 政 学会

目 的　 世 界 各 地 で 魚 介 類 は ， 重 要 な タ ン パ ク 質 源 と し て 利 用 さ れ て お り ， そ の 調 理 の 種

類 は 多 い 。 そ こ で ， 魚 介 類 調 理 に お け る 調 味 料 と 香 辛 料 の 使 い 方 を 調 べ ， 各 地 域 の 特 徴 を

探 ろ う と し た 。

方 法　 資 料 と し て ， 「 週 刊 朝 日 百 科 ・ 世 界 の た べ も の 」 １ ～97 号 （1982 ） を 用 い た 。 こ

れ に 掲 載 さ れ て い る 魚 介 類 の 調 理 す べ て ， す な わ ち 日 本 編 か ら599 種 ， そ の 他 の 国 の 中 か

ら730 種 を 選 び だ し,   魚 の 種 類 ， 調 理 方 法, 調 味 料 ， 香 辛 料 な ど に よ る 魚 介 類 の 調 理 の 分

類 し ， ク ロ ス 集 計 に よ っ て 各 地 域 の 特 徴 を 探 ろ う と し た 。

結 果　　1  . 魚 介 類 の　種 類 に つ い て は 世 界 中 で 海 水 の 白 身 魚 が 最 も 多 か っ た 。 し か し ，

中 国, 朝 鮮 半 島 で は 貝 ， い か が 多 く 用 い ら れ ， 西 ア ジ ア ・ ト ル コ で は 海 水 赤 身 魚 が 用 い ら

れ て い た 。 多 く の 地 域 で は 一 緒 に 野 菜 が 使 わ れ ， 中 国 で は 肉 と 一 緒 の も の が あ っ た 。 日 本

と 北 極 圏 ・ ロ シ ア で は 魚 一 種 類 の 調 理 が 多 く あ っ た 。2    . な ま 魚 が お お く 食 べ ら れ て い る

の は 日 本 ， 東 南 ア ジ ア ， オ セ ア ニ ア ， 北 極 圏 ・ ロ シ ア で あ っ た 。 煮 る 調 理 は 世 界 中 で 行 な

わ れ て い た が ， 蒸 し 物 は 中 国 ， オ セ ア ニ ア で 行 な わ れ ， こ こ で の 調 味 料 は 食 塩 で あ っ た 。

3  .　調 理 に 酒 を 用 い る 地 域 は ， 日 本 ， 中 国 ， ヨ ー ロ ッ パ で あ っ た 。 仕 上 げ に か け ら れ る ソ

ー ス 類 は ， 日 本 ， 朝 鮮 半 島 で は 醤 油 ， 中 国 で は で ん ぷ ん を 用 い た ソ ー ス, ヨ ー ロ ッ パ で は

油 ， そ の 他 で 食 酢 が 多 く あ っ た 。4    . 香 辛 料 で は ， 東 南 ア ジ ア ， 中 央 ア ジ ア ・ イ ン ド ， 南

ア メ リ カ で 唐 辛 子 が 多 く ， 日 本 ， 中 国 ， ア フ リ カ, オ セ ア ニ ア で 香 辛 料 が 少 な か っ た 。

5  .　魚 食 に は 地 城 に よ る 違 い が あ り ， 宗 教 の 影 響 は 少 な く ， 人 種 の 影 響 が 少 し み ら れ た 。
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［ 目的］日 常食 の食物 繊維（DF ）摂 取量 の低下が懸 念さ れるようになり、食事管理面にも

常 にDF 量 への配 慮がもと めら れる ように なった。ヒ｡ト の､日常 食においては、エネルギー

（E ）摂取 量が増 すとE  ／DF 比 は高 まる傾向 にあ>n 1) 、白 ネズミ の食餌のE  ／DF 比をlOO 程

度に調製 するこ とにより 排便 効果 が冗 進 された2  )。 これら の結果を踏まえて、まず、女子

学 生の日常 食に おけるE  ／DF を調査し、 日常 食にDF 源として コンプを併用し た際のE  ／DF

比 と排便 間隔に ついて検 討し た。

［ 方 法3    * ず女 子学生に ついて 食事 調査を 行ない、Ｅ 摂取量 別のDF 摂取晟( 地衛研全国協

議 会の分 析値使用 ）をも とめ、 両者 のE  ／DF 比を対 比し た（調査1  ）。 次に、連続４日間の

食 事調査・ 生活時 間調査・ 排 便間隔 の調査を 実施し、Ｅ 消費量 別の排便間隔を検討し た

（ 調査2  ）。 次に、8  名 の女子 学生に ついて８ 週間 の食事調 査を行ない、第２・ ３週には

１日 平均8   g の 市販コ ンプを摂 取さ せ、 そ の間のE  ／DF 比と 排便間隔の変化を比較し た

（ 調査S  ）。

［ 結果 ］1 ）1 日 のＥ 摂取量 が700 ～1900koal 、1900～Z200koal の各範囲 内におけるDF 摂取量

は8  . 2 g、10.2g 、Ｅ /DF比 は196kcal/gDF 、221kcal/gDF となり有 意な差 がみら れ（p<0.05 ）、

Ｅ 摂 取量 の増加 はＥ /DF比を高 めた。2 ）前日 の生活活 動強度 は排便間隔に影響を及ぼさな

か った。　3 ）日常 食にコ ンブを 併用し摂 取させ た場合、 排便間 隔の平均値は第１週25.2 時

間、 第２・ ３ 週で は21.9 時 間と なり短縮 された。

1）禰益あ や。： 第45 回栄 食総会 要旨p.236（1991 ）2 ）中 永征太郎。： 栄食誌,14,p.279(1991 ）
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